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謹んで新春の 

お慶びを申し上げます 
昨年は厳し美しの里協議会の地域づくり活動への 

ご支援ご協力を頂き厚く御礼申し上げます 

本年も地域の皆様と共に、住みよい 

地域づくりに取り組んでまいりますので、 

どうぞよろしくお願いいたします 
           令和７年 元旦 

 

  厳し美しの里協議会 会 長 小 岩 次 男 

協議会 役 員 一 同 

今年も当地方に伝わる伝統行事、餅つき、 

きんこならし、繭玉ならし、おさくだてなどの 

小正月行事を開催します。 

小正月行事を通して、世代間交流や地域の伝統

を体験できる良い機会となりますので、ご家族皆

様でのご参加お待ちしております。 

お餅のお弁当をお持ち帰りいただけます。 

日 時：令和７年１月 11日（土） 

午前 10時～午後 12 時 30分 

場 所：厳美市民センターホール、旧鈴木家 

参加費：無料 

持ち物：上履き、軍手（暖かい服装） 

申込み：１月７日（火）までに厳美市民センター 

（29-2205）へお申込みください。（必須） 

（12/29～1/3は休館となります。） 

※小刀を使用します。小さなお子様は保護者同伴で

ご参加ください。 

 今年度 3回目となる防災学習「もしもの時に備

える」を、達古袋３、４区いきいき教室にて開催し

ました。 

ポリ袋に肉や野菜、調味料を入れて加熱調理する

「パッククッキング」を主に、防災ポーチをつくる

時のコツ、災害・避難カードや災害伝言ダイヤルに

ついて学んでいただきました。 

また、地域づくりとして取り組んでいる、岩手宮

城内陸地震の伝承活動についてもお話しさせていた

だきました。 

和気あいあいと 

した中にも、災害 

に対する危機感が 

感じられました。 

いざという時、 

「自分の命は自分 

で守る」力を、普段 

から身に付けておく 

ことが大事だと感じ 

ました。 
5品目の料理をつくりました 

地域づくり事業 防災学習 

「もしもの時に備える」 

地域づくり事業 

地域の伝統～小正月行事～ 



 

 

 

 博物館林間広場会場 

厳しい寒さの厳美に暖かく灯る厳美「ひかりの森」が、市博物館林間広場と骨寺村荘園交流館にて R6.12.

７日（土）から開催中です。 

点灯時間は、博物館会場：日没から 21時まで、骨寺村荘園交流館：16時から 21時までとなっています。 

今年の「ひかりの森」は、クリアファイルとクリアカップを用いた、厳美小の皆さん手作りのランタンと、

資源回収で集まったペットボトルを使用して、厳美中の皆さんが手作りしたペットボトルツリーのほか、今年

は２学年親子レクで作成した「竹あかり」と正月かざり伝承会さんが作製した「竹あかり」も加わり（博物館

会場のみ）、厳美ならではのイルミネーションとなっています。 

厳美小学校さん、厳美中学校さん、区長さん、地域の方々、厳美ひかりの森制作委員会の皆さんのご協力に

より、今年も厳美「ひかりの森」を開催することができました。ありがとうございました。 

インスタグラム等 SNS への投稿も大歓迎です。「#厳美ひかりの森」、「＃厳し美しの里」を付けての投稿

をお願いします。（※基本マナーを守って投稿してください。） 

両会場とも今月 24日（金）までの点灯となります。お越しの際は防寒対策をお忘れなく。 

なお、ケガ防止のため、樹木の枝、お足元のイルミネーション、配線、木の根などに注意してご覧ください。 

骨寺村荘園交流館会場 

厳美「ひかりの森」 
市博物館、骨寺村荘園交流館にて開催中 

 


